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道筋として、1960 年代の LL（Language Laboratory）を使用した視聴覚教育、そして、
2000 年代の CALL（Computer Assisted Language Learning）、そして e-learning とテク
ノロジーを利用した英語教育が発展してきた。CALL、e-learning においては、野澤（2008）
によれば、「4 技能の訓練教材や標準的な英語能試験のひとつとして定着した TOEIC（Test 
of English for International Communication）への準備のための各種のマルチメディア教
材、専門基礎分野の語彙習得や Listening/Reading などと e ラーニングを結び付けた ESP
（English for Specic Purposes）教材や初修外国語を中心とした英語以外の言語圏の異文化
を理解する教材、自（日本）文化の理解を深める教材などの豊富なコンテンツを利用できる
ようになった。」（p.6）。さらに、情報端末とよばれるモバイルや携帯端末も CALL の 1 つ
となりうるとして、今後ますます急速な発展を遂げるモバイルテクノロジーを使って、大学
の語学教育において ICT の活用が進んでいくことが示唆されている（野澤、2008）。










































る。本節では、ICT 活用の実施において、最も重要な点の 1 つである、TED Talks を教材
として選定した背景について説明する。
WEB を活用した自律学習のための教材を選定するにあたっては、Davies （2012）による
Information and Communication Technology for Language Teachers （ICT4LT）の評価基
準リストを参考にして行った（表１）。特に、リストの中の “How easy is it to dierentiate 
the contents of the site for younger or older learners and for learners of dierent abilities?”
（そのサイトは学習者の年齢やレベルの差によって内容を区別することが可能か）について
は、大学 2 年生であり、同じ学科に所属する学生ではありながらも習熟度レベルが多様で
ある「環境英語」という ESP 科目において、WEB サイトを自律学習の課題として選ぶに
あたり参考になった。最終的に TED Talks を選択した理由は、次に述べる 4 点である。





レットのアプリで視聴が可能な TED Talks は、時や場所の制限が大きくなくアクセスがし
やすい、という ICT の利点を活用できるものであると考えた。
2 点目は、authentic な英語に触れることのできる教材であるという点である。Brinton
（1991）は、EFL または ESL におけるメディアの利用の有効性について論じ、その中で





表１　ICT4LT が提供する WEB サイトの評価基準リスト
Website Evaluation Form
URL of website / Web page:
Questions to ask
Does the site contain what you expected, e.g. as indicated in its title or URL?
Who created the site?
What are the credentials of the author(s) of the site?
Who is the site aimed at? Is it, for example, aimed at adults, native speakers, older students of a language, 
young learners?
When was the site created?
When was the site last updated?
Is there a contact name or contact address at the site?
Is the site easy to access and quick to download?
Is the server on which the site is located up to the job of delivering its content at any time? For example, does 
access slow down at peak times?
How easy is it to navigate the site? Can you easily get back to the site homepage?
Does the site contain useful links to other sites?
If the site contains links to other sites, do they work and do they contain what you expected?
If the site contains links to other sites, are they valuable additions or potential distractions?
Does the site contain an appropriate mix of text, images, sound and video?
How useful is the site for the provision of materials for offline computer-based or paper-based tasks?
How easy is it to turn the site contents into useful offline activities? For example, you may wish to download a 
whole page or selected parts of it for offline use.
How easy is it to differentiate the contents of the site for younger or older learners and for learners of different 
abilities?
Do you need plug-ins to access certain features of the site, e.g. in order to view certain documents or to play 
audio and video sequences?
Is there a copyright or “terms of use” message at the site, indicating clearly any restrictions on the way in which 
you may use the materials it contains?
　© ICT4LT Project 2011 under a Creative Commons Attribution-NonCommercial-NoDerivs 3.0 Unported License
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に指示した、環境問題の論客として知られるアメリカ合衆国の元副大統領 Al Gore 氏の地
球温暖化についてのプレゼンテーションや、ブータン王国の現首相である Tshering Tobgay
氏による carbon neutral（二酸化炭素排出量ゼロ）の誓いについてのプレゼンテーション
は、両方とも 2016 年 2 月に公開されたものであり、このようなホットな話題を教材にでき
るメリットは、特に専門英語科目においては大きいと考えられる。
5.　ワークシートの分析






例 1 は、3 つの「覚えたい表現」が適格なもので、「コメント」も概ねプレゼンテーショ






“the skeptical environmentalist” （懐疑的な環境論者）や、“priorities”（優先順位）などを
とりあげており、講演者の論点である表現を認識できている。
コメントを英語で書くか、日本語で書くかについては、それぞれに利点があることを説明
したうえで学習者の選択に任せたところ、英語でコメントを書いた学習者が 30 人中 6 人い
た。例 2 で示すのは、英語でコメントを書いている例である。“Averting the Climate Crisis” 
（Al Gore）のプレゼンテーションに対して、平易で間違いが見られる英語であるが、自力
で自分の意見をまとめようとする努力がみられる。また、プレゼンテーションの内容そのも
のに対してのコメントだけではなく、“I prefaced his talk with a humorous speech.  I feel 
his speech was very funny. And it was intelligible and interesting.”（原文のまま）とある
ように、ユーモアでプレゼンテーションを始めるという英語のスピーチのパターンへの気づ
きもある。“I thinked environmentally problems needs to be approached not an issue for 



























































た。実際に、指定した TED Talks 以外の Talk についても、ワークシートをコピーしたうえ







次に、今後への課題点として 3 点あげる。1 点目の課題点は、ワークシートに対しての
フィードバックの方法である。教員が欄外にコメントを付すという方法でフィードバックを



















さらに 3 点目の課題点としてあげられるのは、指導者の ICT 活用の指導力を向上させる
ことである。文部科学省が教員向けに 2007 年に公開した「教員の ICT 活用指導力のチェッ
クリスト」では、小学校・中学校・高等学校の教員における「教材研究・指導の準備・評価
などに ICT を活用する能力」が紹介されている。大学英語教育においても、デジタル教材
































1 ）　本論では、工学部環境システム学科 2 年生を対象にした「環境英語」に TED Talks を導入し
た試みについてまとめるが、その後、筆者が担当する教養課程の 1 年生の英語科目 4 クラスにお
いても TED Talks を導入した。教養課程の英語科目では、多様な学科の学生が混在するクラス
編成であるため、学生の関心も様々である。そのため、視聴するプレゼンテーションを指定する
ことよりも、自主的に自分の関心に近いものを自由に視聴する方法がより学生の内発的動機付け







る。教養課程における TED Talks を用いた自律学習の取り組みは、高等学校までの英語とは異
なる、大学初年次教育における自律的な学習者を育成する手がかりになると考えられる。教養課
程における TED Talks の取り組みについての報告は別の機会に譲る。
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2 ）　クラスは、日本語を母語とする学生が 29 名、中国語を母語とする者（留学生）が 1 名による
構成。スクリプトを留学生の母語で確認できるということは、日本の大学において、学生のグロー
バル化が進み留学生の人数が増えている現状に照らすと、アドバンテージとなるものである。
3 ）　実際に、学期末にどの方法で TED Talks を視聴していたか、挙手による調査を行ったところ、
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＊上記を A4 用紙に上下で 2 つ配置し、両面コピーのうえ、学習者に配布した。
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例１
Title of the Presentation Name of the Speaker 





Words, Phrases, Expressions to Remember (Memo) 
□ malnutrition  栄養失調







Title of the Presentation Name of the Speaker 
Averting the climate crisis  Al Gore
Your Comments: Speaker is Al Gore. He prefaced his talk with a humorous speech. I feel 
his speech was very funny. And it was intelligible and interesting. I thinked environmentally 
problems needs to be approached not an issue for each, but an issue for entire society.（原
文のまま）
Words, Phrases, Expressions to Remember (Memo) 









Title of the Presentation Name of the Speaker 




Words, Phrases, Expressions to Remember (Memo) 











Title of the Presentation Name of the Speaker 
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例５
Title of the Presentation Name of the Speaker 















Title of the Presentation Name of the Speaker 









Words, Phrases, Expressions to Remember (Memo) 
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